
2023 年 4 月 13 日  

公益財団法人日本バスケットボール協会  

2022 年度 (7‐6 月期) 第 9 回理事会 報告 

日時：2023年 4 月 13 日(木) 14:00～15:20 

会場：JBA 会議室 (一部 WEB 参加) 

【報告内容】 

1. 裁定委員会からの答申について

2. 一般財団法人 FIBAWC2023 日本組織委員会の清算について

3. 2022 年度選⼿育成指導者表彰について

4. 暫定 S 級コーチの解除要件の⼀部変更について

5. JBA 後援名義の使用許可について

6. その他、報告事項

以上 



 

1. 裁定委員会からの答申について 

 

裁定委員会から答申のあった下記 2 事案について、以下の通り懲罰を科すことが承認された。  

 

1) U12 クラブコーチ  (対象者氏名等詳細非公表 ) 

 

＜懲罰内容＞  

本協会の登録資格を、2023 年 4 月 13 日 (懲罰決定の日 ) から 2 年間停止する。  

 

＜懲罰の理由＞  

本協会倫理規程第 3 条第 1 項(3)「暴力、暴言、ハラスメント、差別、ドーピングおよび八百長

等の不適切な行為ならびにスポーツのインテグリティまたはフェアプレーを著しく害する行

為」に該当  

 

＜事案の概要＞  

・所属選手に対する暴力  (肩を複数回押す有形力の行使 ) 

・所属選手に対する精神的な苦痛を与える暴言  

 

2)  U12 クラブコーチ   (対象者氏名等詳細非公表 ) 

 

＜懲罰内容＞  

本協会の登録資格を、2023 年 4 月 13 日 (懲罰決定の日 ) から 6 か月間停止する。  

 

＜懲罰の理由＞  

本協会倫理規程第 3 条第 1 項(3)「暴力、暴言、ハラスメント、差別、ドーピングおよび八百長

等の不適切な行為ならびにスポーツのインテグリティまたはフェアプレーを著しく害する行

為」に該当  

 

＜事案の概要＞  

所属選手に対する暴力  (頬を平手で叩く有形力の行使 ) 

 

 

■懲罰の公表については、JBA公式サイト「懲罰の公表」ページをご参照ください。  

>> http://www.japanbasketball.jp/jba/sanction/ 

 

http://www.japanbasketball.jp/jba/sanction/


 

2. 一般財団法人 FIBAWC2023 日本組織委員会の清算について  

 

LOC が特別委員会として JBA に組み込まれたことに伴う一般財団法人 FIBAWC2023⽇本組

織委員会の清算が完了し、残余財産の全額を JBA へ繰り入れることが提案され、承認された。  

 

【参考】  

（一財）FBWC2023⽇本組織委員会の定款第 36 条 

「この法人が清算をする場合において有する残余財産は、評議員会の決議を経て、公益社

団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第 5 条第 17 号に掲げる法人であって租税

特別措置法第 40 条第 1 項に規定する公益法人等に該当する法人⼜は国若しくは地⽅公共

団体に贈与するものとする。」  

 

＜その他、特記事項＞  

本件については、（一財）FIBAWC2023⽇本組織委員会の評議員会で贈与先を JBA とする

決議がなされることを前提とし、スケジュール的に LOC の決議に先立ち JBA にて付議したも

のである。  

 

 

3. 2022 年度選⼿育成指導者表彰について 

 

2022 年度の選⼿育成指導者表彰として、下記 6 名を表彰することが提案され、承認された。  

 

【表彰の目的等】  

U18 カテゴリーより上の世代で特に顕著な活躍をした選⼿の育成年代に携わった指導者に

対して敬意を表するとともに、この表彰制度によって育成年代の指導の重要性および価値が

社会的に認知され、若い選⼿たちを指導している指導者のモチベーションアップにつなげる。

また、表彰される指導者をモデルとして、次世代の指導者が育成されることを期待するもの。  

 

【背景】  

本表彰は 2017 年度から 2021 年度まで 5 年間実施し、49 名の表彰を⾏ってきたが、対象者

への表彰状の授与をもって表彰することとし、JBA による表彰者の公表は⾏わないものとして

いた。  

実施から 5年が経過し、現状やこれまでの様々な意⾒等も踏まえ、表彰⾃体の認知度を⾼め

ること、表彰者をロールモデル的な存在として社会的に認知されることを目指すため、今回よ



 

り JBA より公表することとした。  

 

【表彰対象者】  

 

 

＜その他、特記事項＞  

本件決議にあたり、理事会から次の 2 点が条件として示された。  

・受賞者公表時に表彰理由を付記すること  

・次回以降の推薦者募集にあたっては、都道府県協会に対して前広に周知しておくこと  

 

 

4. 暫定 S 級コーチの解除要件の⼀部変更について 

 

2023 年度から実施予定の正式 S 級において、年度内の国内講習開催が 2 週間から 4 週間

に変更となったことに伴い、必要かつ多様な学びを促進することを目的に暫定 S 級解除要件の

1 つである  「国内講習」  受講について、その要件を変更することが提案され、承認された。  

 

【背景】  

暫定解除要件としての国内講習は、4週間の受講が必須であり、2週間分は受講初年度で受

講し、残りの 2週間分は受講年度外の FIBAインストラクターの講習を受講することと定められ

ているが、昨今の課題として、コンプライアンスやインテグリティの問題、ヘッドコーチのマネ

ジメントの課題などが顕著となっているのが現状である。  

 



 

【変更内容】  

受講年度外の FIBA インストラクターの講習および、現在の暫定 S 級保持者にとって重要な

内容  (インテグリティやコンプライアンス、チームマネジメント ) など、JBA が指定した科目を

受講することを暫定解除要件と定める  

 

＜その他、特記事項＞  

2023 年度開催の正式 S 級講習会より、本件を適用する。  

 

 

5. JBA 後援名義の使用許可について  

 

2023 年 4 月に開催される FIBA 3x3 World Tour Utsunomiya Opener と同時開催される「3x3 

KANTO jr CUP 2023 presented by FIBA 3x3 World Tour UtsunomiyaOpener」の後援名義申

請について提案がなされ、承認された。  

 

【大会概要】  

［大会名］  

 3x3 KANTO Jr. CUP 2023 presented by FIBA 3x3 World Tour Utsunomiya Opener  

［主催］  「FIBA 3x3 World Tour Utsunomiya」 実行委員会  

［主管］  宇都宮市、クロススポーツマーケティング株式会社  

［協⼒］一般社団法人栃木県バスケットボール協会 3x3 委員会  

［日程］  2023 年 4 月 29 日～30 日  

［場所］  ライトキューブ宇都宮 1F 交流広場、二荒山神社バンバ広場  

 

【後援の目的】  

同大会に後援することにより、に対して後援名義を付与することによって、国内 3x3 の活性化

につなげる。  

 

＜その他、特記事項＞  

後援に関する申請ではあるが、JBA は同大会に「協⼒名義」で対応することとする。  

 

 



 

6. その他、報告事項 

 

(1) Basketball Japan’s Way 2023 (仮称) について  

 

技術委員会にて検討中である JBA の中長期計画  「JBS2021」  の指針に基づいた日本代表強

化方針 「Basketball Japan’s Way 2023」 (仮称) の策定に関する進捗状況について報告がな

された。  

 

(2) 5 人制日本代表選手招聘プロセスの再改定について  

 

2021 年 6 月 9 日開催理事会にてルール化・承認された、5 人制日本代表選手の招聘派遣プロ

セスについて、FIBA が定める規約  『FIBA INTERNAL REGULATIONS』 との整合性を図る目

で再改定を行うことに関する検討状況について報告がなされた。  

 

(3) 3x3 JAPAN TOUR 2023 準備状況について 

 

2023年4月より開催予定の3x3 Japan Tour 2023の準備状況について報告がなされた。  

 

 

以上 


